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(57)【要約】
【課題】焦点調節又は焦点距離調節を遠隔操作により行
うための対物光学系調節操作片を、操作部の握り部を把
持した左手で容易に行うことができる片手操作性の優れ
た内視鏡の操作部を提供すること。
【解決手段】対物光学系調節操作片４０を、操作部２の
握り部２ａの下端の右斜め前方位置に配置し、対物光学
系調節操作片４０を揺動させることにより対物光学系２
１の焦点調節又は焦点距離調節が行われるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端に配置された対物光学系の焦
点調節又は焦点距離調節を遠隔操作により行うための対
物光学系調節操作片を、握り部の下端の右斜め前方位置
に配置し、上記対物光学系調節操作片を揺動させること
により上記対物光学系の焦点調節又は焦点距離調節が行
われるようにしたことを特徴とする内視鏡の操作部。
【請求項２】上記対物光学系調節操作片が、略上記操作
部の外面に沿う方向に揺動する請求項１記載の内視鏡の
操作部。
【請求項３】上記対物光学系調節操作片が、上記操作部
の中心前方より３０°～４０°の範囲で右方に偏位して
配置されている請求項１又は２記載の内視鏡の操作部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、対物光学系の焦
点調節又は焦点距離調節が可能な内視鏡の操作部に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の対物光学系の大半は固定焦点で
あり、焦点調節や焦点距離調節（ズーム）機能を有する
ものはあまり一般的なものではない。したがって、従来
の内視鏡の操作部においては、焦点調節や焦点距離調節
を行うための対物光学系調節操作片は、操作性のよい場
所に設けられていない場合が多かった。
【０００３】そこで、例えば特開平７－１４３９５８号
公報に示されているように、対物光学系調節操作片を操
作部の下端部に斜め上方に向けて突出配置して操作し易
いようにしたものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡の操作は、最も
重要である患者に対する挿入部の挿脱操作を右手により
専念することができるように、操作部の操作は全て左手
だけで行えるようにすることが望ましい。
【０００５】しかし、上述の特開平７－１４３９５８号
公報に示される構成では、対物光学系調節操作片が、略
上下方向に向いた軸を中心にダイヤル状に回転する構成
だったので、操作部の握り部を把持した左手でそれを操
作するのは簡単ではなく、操作部の片手操作性が十分で
はなかった。
【０００６】そこで本発明は、焦点調節又は焦点距離調
節を遠隔操作により行うための対物光学系調節操作片
を、操作部の握り部を把持した左手で容易に行うことが
できる片手操作性の優れた内視鏡の操作部を提供するこ
とを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の操作部は、挿入部の先端に配置さ
れた対物光学系の焦点調節又は焦点距離調節を遠隔操作
により行うための対物光学系調節操作片を、握り部の下
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端の右斜め前方位置に配置し、対物光学系調節操作片を
揺動させることにより対物光学系の焦点調節又は焦点距
離調節が行われるようにしたものである。
【０００８】なお、対物光学系調節操作片が、略操作部
の外面に沿う方向に揺動するようにしてもよく、対物光
学系調節操作片が、操作部の中心前方より３０°～４０
°の範囲で右方に偏位して配置されていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡を示しており、操作部２の下端
に連結された可撓管状の挿入部１内には、処置具を挿脱
するための処置具挿通路１１が全長にわたって挿通配置
されて、その出口開口が挿入部１の先端に設けられてい
る。
【００１０】処置具挿通路１１の入口である処置具挿入
口金１２は、操作部２の下半部を占める握り部２ａと干
渉しないように、操作部２の下端部の右斜め前の位置か
ら斜め上方に向けて突設された突設部３に配置されてい
る。この突設部３内では、処置具挿通路１１が分岐され
て、そこに吸引管１３が接続されている。
【００１１】挿入部１の先端には観察窓２０が配置さ
れ、その内側に内蔵された対物光学系２１により結像さ
れた被写体の像が固体撮像素子２２で撮像され、その撮
像信号が外部に送り出されるようになっている。
【００１２】この内視鏡は、対物光学系２１の一部又は
全部或いは固体撮像素子２２の位置を軸線方向に移動さ
せて、固体撮像素子２２に結像される被写体までの距離
を変化させる焦点調節を行うことができるようになって
いる。その部分の構造は、各種のものが公知なので、詳
細な図示説明は省略する。
【００１３】焦点調節動作は、挿入部１内に挿通配置さ
れた焦点調節操作ワイヤ２３を軸線方向に進退させるこ
とによって行われ、その焦点調節操作ワイヤ２３を進退
操作するための焦点調節操作片４０が、処置具挿入口金
１２と並んで操作部２の下端部の突設部３に配置されて
いる。
【００１４】図２は、処置具挿入口金１２と焦点調節操
作片４０の各中心を通る断面における突設部３部分の断
面図であり、図３はそのIII－III断面図（操作部の軸線
を通る断面における断面図）である。
【００１５】操作部２の中心前方より３０°～４０°の
範囲で右方に偏位した位置から斜め上方に向けて突設さ
れた支持フレーム２６の突端近傍に、軸体４１が回転自
在に係合している。この軸体４１は、支持フレーム２６
に対して垂直に、操作部２の略中心軸線方向に向けて配
置されている。
【００１６】焦点調節操作片４０は、操作部２の握り部
２ａの下端の右斜め前方位置に面を上向きに露出させて
配置されていて、そこから下方に向けて形成された腕部
の下端が軸体４１に連結されている。その結果、軸体４
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１は、図１に矢印Ａで示されるように、軸体４１の上方
において軸体４１を中心にして略操作部２の外面に沿う
方向に揺動する。
【００１７】図２及び図３に示されるように、軸体４１
には円盤状部材４２が一体的に形成されており、円盤状
部材４２が回転すると、円盤状部材４２に連結されたリ
ンク２７と連結ロッド２８，２４を介して焦点調節操作
ワイヤ２３が軸線方向に進退駆動される。３９は、焦点
調節操作片４０以外の機構部分を覆うように取り付けら
れたカバーである。
【００１８】このような構成により、図１に示されるよ
うに、焦点調節操作片４０を矢印Ａのごとく揺動操作す
ることで焦点調節操作ワイヤ２３が進退駆動され、それ
によって対物光学系２１における焦点調節動作が行われ
る。この操作は、図４に示されるように、操作部２を把
持する左手の小指１００によって容易に行うことができ
る。
【００１９】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば本発明を対物光学系の焦点距離調節
（ズーム）を行うための操作装置に適用してもよい。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、対物光学系調節操作片*
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*を、握り部の下端の右斜め前方位置に配置し、対物光学
系調節操作片を揺動させれば対物光学系の焦点調節又は
焦点距離調節が行われるようにしたことにより、対物光
学系調節操作を、操作部の握り部を把持した左手で容易
に行うことができ、優れた片手操作性を得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の側面図である。
【図２】本発明の実施例の突設部部分の断面図である。
【図３】本発明の実施例の図２におけるIII－III断面図
である。
【図４】本発明の実施例の対物光学系調節操作片を上方
から見た図（図３における矢視IV図）である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  操作部
２ａ  握り部
３  突設部
２１  対物光学系
２３  焦点調節操作ワイヤ
４０  焦点調節操作片（対物光学系調節操作片）
４１  軸体

【図１】 【図２】 【図３】
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